
膜 材 を 用 い た 屋 根 の 融 雪 。滑 落 性 状 に つ い て

後 楽 園 エ ア ドーム 完 成 を契 機 に、 積 雪 地

域 に お いて も屋 根 材 に テ プ ロ ン コ ーテ イン

グ ガ ラ ス繊 維 布 な どの 膜 材 を 使 用 した大 ス

バ ン構 造 物 の 構 想 が 提 案 さ れ て い る.積 雪

地 域 で 膜 材 を使 用 し た大 スバ ン構 造 物 を建

設 す る場 合、 屋 根 雪 の 処 理 方 法 が 大 きな 問

題 とな る. この よ う な 背 景 か ら、 本 研 究 で

は 札 幌 市 と 長 岡 市 で 実 施 した 同 一 の 融 雪 。

滑 落 実 験 結 果 を も と に、 気 象 条 件・ 積 雪 条

件 。供 給 エ ネル ギ ー量 な どの 諸 条 件 が 融 雪

・ 滑 落 状 況 に お よぼ す 影 響 を 検 討 し、 膜 材

を 用 い た屋 根 の 雪 処 理 に 関 す る基 礎 資 料 を

得 る こ と を 目的 と して い る。

2.実 験 概 要

屋 外 実 験 は、 写 真 1に 示 す 試 験 体 く屋 根

面 900X1800ロ ロ)を 用 い て、 昭 和 63年 1月

か ら 3月 に 札 幌 :北 海 道 工 業 大 学 構 内、 長

岡 :長 岡 工 業 高等 専 円 学 校 構 内 で、 実 験 A
:ヒ ーテ イ ング を しな い実 験、 実 験 B:ヒ
ーテ イ ン グ を した実 験 の 2種 類 を実 施 した。

3.実 験 結 果

3.1滑 落 状 況

傾 斜 角 と 滑 落 状 況 の 関 係 を み る と、 札 幌

の 場 合、 実 験 Aで 傾 斜 角 40° 以 下 で は滑 落

し な い が、 ヒーテ イ ン グ を した実 験 Bに な

る と傾 斜 角 20° か ら滑 落 す る。 長 岡 の 場 合、

実 験 Aで 傾 斜 角 25° 以 下 で は 滑 落 しな いが、

ヒ ーテ イ ン グ を した 実 験 Bに な る と傾 斜 角

10° か ら滑 落 す る。 両 地 点 と も実 験 Bの 滑

落 現 象 が み られ る傾 斜 角 は、 実 験 Aの 1/2

程 度 まで 減 少 す る. さ らに、 両 地 点 の 滑 落

現 象 が み られ る傾 斜 角 を比 較 す る と、 長 岡

の 傾 斜 角 が 札 幌 の 1/2程 度 と な り、 雪 質 や

気 象 条 件 に 滑 落 現 象 が 大 き く影 響 を受 けて

い る こ と が 推 察 され る。

膜 面 に エ ネル ギ ー を与 えな が ら滑 落 さ せ

る こ と は、 積 雪 と膜 面 の 間 の 凍 着 力 を軽 減

す る と い う考 え方 で あ る。 本 実 験 で 用 い た

膜 材 の 凍 着 力 は、 膜 面 温 度 ‐2℃ :260kg/口 2

・‐5℃ :340kg/■ 2で 、図 1に 示 す屋 根 面 の 力

の 中 で 凍 着 力 が 最 も大 き い。 こ こ で、 膜 面

に エ ネル ギ ー を与 え る前 の (R+T)と

滑 落 まで に 投 入 した エ ネル ギ ー量 の 関 係 を

み る と、 図 1と な る。 回 の よ うに、 投 入 エ

ネ ル ギ ー は、 くR+T)の 増 大 と と も に 比

例 的 に増 加 す る傾 向 を示 す。 この 図 で は、

滑 落 した実 験 結 果 だ け を整 理 して い るが、

(R+T)が 600(X8/f)以 上 に な る と投

入 エ ネル ギ ーが増 大 す る だ け で 滑 落 現 象 が

み られ ず、 逆 に、 融 雪 水 が 軒 部 分 で 氷 結 し、

滑 落 しに く くな る。 この 値 が 膜 面 に エ ネル

ギ ー を与 え て屋 根 雪 処 理 を す る場 合 の 限 界

値 の 目安 に な る と考 え る.

札 幌 に お け る実 験 概 要

E=WSinθ

F=E― (R+T)

単位投入エネルギ
ー量:QS(l Ca1/1112}

図 1(R+T)と 投 入 エ ネル ギ ー量 の 関 係
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